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5月12日

参加しょう
蜘 蹴念市帥相会 が5月凶側聞かれます.齢調会式が午前市"分から6崎町の繍ノ醐土俵闘で符

われたあと J.4ltlU市内の各合唱で緑句広げられます.

4・.貨綿一市在住 在鋤在学省 噸し込a惨 め役所体育諌備え付けの申込・ (2ii1)に 図体曾加者".加般絞鍾日

蹴帥名惜'0酬明臨信号制メノパーの健所日を個人帥制醐制種目醐

使用 民名 電懸.号を，いて 41112日までに必着で同課内市民..太会司匹務崩n 伊L込んで〈ださ"'. (電路市 L込

みは一切受け付けません}

個師 と担調{組目"
.. 比銅版 〈クラブ対銚組銀〉

【男子， ....…'"・m 欄 m，+蜘 5Tm 町 "レ
←定句醐ぴ削醐ぴ砲丸役'r同学1毎 回

m. "字削 m 町 "レ一 定。帽"" .悼， -，年
…1関 m.2<<lm 柵 m，，蜘 Hm 醐 m"レー 怠

町醐ぴ定句醐" 敵役げ
拍 子J-~" ' I蜘加m ， 3+m 柵m リ レ一 定句

醐ぴ傘"醐ぴ砲丸綬げ 惨中学 ltf."'IOOm 皿

m， ，ωm "レ一 定り幅蜂ぴ " "，.学， ' ，隼 K咽皿

2蜘醐m 町 "レ一 定句."" 削即 砲
丸授げ

〈匁省別対筑鑓緩〉

【男子J9-1崎 町 定句醐(J' "Is-24Il' l ~ ­

J4J1.. 35-“e・，-晴".以上の酔間町
5子m 走り個展ぴ砲丸役げ

I女子J9 -l1....IOOm 禽旬緬険ぴ " IS-2・J;t. 25九

341il . lSJI.以上の時代ト 1蜘 Hm走 り 剛ぴ

砲丸役げ

._....押スポザ畑・B俊野砲

.ソフトポールー鎗 男女 融掴 男女 耐噌

.ソフトテ二ス 惨個人 {ダブルス} 一朝 子 '"断

機" .守男子'"雌J同) シニア明子 (551il).:1よ} 成年
女子 (4Siilof湖町 一彼女子を含む} ンニア女子 (45"以上】

初級.子{銃取得 敬6年来繍} 商俊男女 惨園修 中学男

女

・テニス {ダブルス}噌臨時晴男女

..想 惨・人一一般イ字の各男女 .学殴得統一首‘
伎やっ俳の待男女

・ハン附ール 一般献悼の各附

・バスケッ トポール 一般高校中学少与の各勢女

.ザッカ一 一陵高 俊 作 相J町 中学〈学校鯖均 少

年

・バドミントン←般中学い 21]'.， 3年】 小学の各

男k.1配慮"・人
.間 惨個人 一般 岬 二 段 以t 酬女子4
酬はよ)醐刑制〉中学 l'年以下 3年
女子} 小学 (4. 5 内.. ・酔 -'<有限殴

外} 禽役中学，，，字以下 "年" 1学

'i姐凶w・

.剣道 一般 高校中字の各男女多々

・酬 ，唱 人一般削 l昨 (1. 2年'" 小

判 4. 5 . 6納 1・師 一位制中学

.重李道 ，組手o..w年高後中句院 小.. 首.等の各明

手青年《中学以上》小学高'I'!f9Jk子 ・回 青年男女

中学9円安 小学高 '医学与の.男.悶.・訴人総朴学

中学以上》

.少将・・濯 ・個潰寓…少寧由貿館業鳳) 中学
高校 女7 段外初隈二股ー段以上 惨聞鯵 般

少年

.修銅 】敏(新惨繍)， '俳写(1'2lf.31]'.)男女{個

人凶倒的得、学備高}男女岬入}

.アーチzリ一 一敏男k

.ライフ岬 一般少年

.クレー剥.， トラップスキー川 一般

・ヮzィトリフテインタ 一般ーのzイト "フ"〆グ〈ス

ナフチ ンTータ" ，守ワー'"テ d〆グ(スタワヲト ベ
ノチプレス ヂッ トリ7 ト}

.1，HfliJた ・臨 時・"開削}蹴 4
学"傘以下， ，年〉 ・限台 高校 大学 検 4• ・バレーボール 一般中.小守r.;ニソフトパレーボ

ールの各男女栂人

・弓週 間体 個人 一般 商授の男氏他的沼町

・ポヲυンタ ..前川 、 49iil) . "ニア側担以上}
九ニγ岬柵帥酬の符男女 惨醐 …チーム

対抗"人チーム〉
・ラグビーフヲ トポール岬岬以上〉 一.険料

砂詳{高低〉

・鍵貧姐 ・但人 少年 ・図像 一般
・ゲートポール ー倹

・フエンシンク ・・人 一般商授の符男女 ・図U:...

.俊男女

・ライタリンタ ー鍛

・フョ，ークタンス 一般

・レクリヱーショシ 般
・担スポーツ(クラウンドコルフ} 少竿 一般 ソニア

・.・・ 崎 .…[入門j(剛由4>tJ. 1チーム5人臥

附 1・師 会 睡眠者臥曹の蜘人



二条永沼爾一了目1.1.'"知5せ市観何ft34.1111伺〒630

--fT 
政

一
市
宮
住
宅
入
居
者
募
集

梅
級
住
宅

第

a-号(
般
若
島
V
V

布
省
住

吉

2
2
Z
I
i
i2

n
h第
2
・
住
宅

-

v由
申
し
込
み

受
付

?
"
:
n日

・

0
込
書

ui

住
宅
智
司
麗
置
原
生
霞
商
郎

k
m'
幽
頚

断
で

4
月
8
u
a
u
ら

n日
ま
で
配
布
し
ま

す・

4
j
i
-

-
閤
民
櫨
庫
保
障
旺
が

圃
聖
わ
り
ま
し
た

4
月

1
日
か
ら
圏
民
健
験
保
険
の
保
険
鑑

f
t
i
i
i
 

EMU
「
ろ
ぐ
L
す
色
町
聞
過
恵
被
保
険
者

E言
レ
ン
ジ
色

Efま

Lt
・-

LL保
険
阪
は
す
で
に

i

i

し
ま

L
E
i
-
-
5

2
へ

ま

し
て
く

5
い
・
古
い
保
険
証

i
z
Z
E
E
-Z伺

i
EEシ

ク

i
E

E
p
i言

語

所

へ

返

し

て

A
t
-
-
i
i

警
の
た
め
他
市
町
村
に
滞
在
す
る
ζ
と
に

tfo員

6
保
険
益
金
交
付
し
ま
す

の
で

f
i
t
hっ

て
市

長

1
2
Eへ

Zし
て
〈

E

い
・
ま

の

ま

量

生

で

1
E長

唄
す
る
も
の
が
必
要
で
す
・

園
国
民
蝿
麟
保
障
の
盲
周
囲
痕
養
費
町

田
自
己
負
担
困
贋
掴
を

一
画
引
き
ょ
げ

i
A
t
h
-
-
1か
月

一
つ
の

E
z
tつ

い
て

6
万
3

千
円
だ
っ
た

i
z
i
z

u
V
6
万
3
i
T
僧
門
に
引
き
上
げ
ら
れ
'
す
・

221Eは

EE保
険

に
館
入
し
て
い
る
入
u
v
a
鯛
気
や
け
が
に
よ

町
一
定
観
以
上
の
屋
療
費
(
保
検
鯵
集
分
}

E弘

っ

た

雪

品

に

よ

AEu

i
i
E
3・
i

z
j霞

ヘ
・

圃
在
宅
老
人
目
た
め
田

園
理
具
乾
燥
消
湾
サ
ー
ビ
ス

i
f
a
i
s
-

T
i
l
-
-
i
 

i
i
i
i・

-
療
の
肉
穆

畿
有
情
ど
般
企
何
回
の

l
a

(
た
だ
し
象
布
団

ztに

Z
E

の
マ

7
h
r
L
ス
等
を
使
用
し
て
い
る
場
合

も

対
象
L

と
な
り
ま
す
)
を
預
か
町
事
具

i
f
f
B
i
f
 

i
-
-
i
iい

ま
す

'
利
用
で

ZA
i
-
-

血

E
l
i
a
-
A
i

S
2
2が

E品

た

t
t

-車

E

く
わ
し
く
は
市
役
編
吉
岡
働
問
看
緬
艦
際
へ
・

園

+m由
就
学
鍾
助
賓
の

園
申
請
隠
5
月

m固
ま
で
に

2
3
i
4
2に
対
す

る

1
;
f
z
E百貨

を

ま

ま

に

よ

り
支

T
i
t

i
i
f
i
E
L子

ど

も
の
草
し
て

XE21は
市
役

所

iへ
員
し
て
く
ど
き
い
・

i

s
i
t
i
s
L
 

F量
で

す

寵
建
援
事

平
成

7
M平
副
度
宙
開
民
権
断
得
観

霞
穂
留
軍
3
万
71γ
門
以
下
の
惜
zw

，ue'

!
z
i
i
-
b
 

i
z
-
i
'
 

園
「
人
帽
を
確
か
め
あ
う
日
」

圃
配
意
集
会

市
人
権
問
M
S

・
-
発
活
動
闘
・
進
本
憶
が
主
催

ZE必

A
s
--

と

e
4川
H
H捌
午
後
l
時
か
ら

--

E
ii
;ー

z
zv

・2
2「国
型
車

12の

iに
つ
い
て

Z
;
1
2

i
i
i
 

大
企守
相
男
き
ん

'
申
し
必
み

不
要
・
当

日
直
後
会
組
布
、
.

く
わ
し
〈
は
人

g
tン

1

1510〕へ
・

a 

" 

一
受
豊
田
語
学
掴
助
金
富
岡

i
i
i
i公害

i
i
z突

っ
た
小
中
学

告

i
l
i
t

z-zt小
ま
に
は
月
額

i

m
門
中
学
生
も
は

3
Zで
す

-Eの

小
車
線
に
通
学
し
て
い
る

Et学

校

S
E
t
i
-
-し

て
い
る
人
は

ZE生
震
へ

4
月
初
日
ま

で
に

ZLTAt-

一
理
タ
ク
シ
ー
利
用
券
由
主
付

輸
で
は
重
度
ア
£
身
障
答
者
(
児
ゅ
の
生

i
E
Eの

2
2
8草

分
緬
佳
タ
ク
シ
ー
券
〔
伺
牧
つ
づ
り
で
1

闘
に
つ

-e-a
k・
斜
盆
を
助
成
}
金
交
付
し
て

い
ま
す
・2

2
E
i
i
;
 

股

体

勝

内

S
A心
脂
血
宵
脹
呼
吸
湿

2
視
力
の
障
害
程
度
が

I
A

t--
1
2・

申
し
込
み

i
f
T
i
-

-

っ

て

布

役

砺

隊

員

へ

・

園
陪
り
き
ゅ
う
等
施
術
科

園
助
成
券
由
交
付

市
で

U

心
身
障
害
密
{
患
の
鍵
厳
の

i
i
i
t
 

:
;
i
i長

つ

づ

句
で
1
闘
に
つ
き
一
千
百
を
助
成

u
E付

し
て
ま
す
・

勿

--A
身
体
陣
容
宥
乎

a
m
l
3
a練
所
持

『

1
1
2
Eし

ま

!
!
i
 

i

i
へ
・

国
有
胡

-
a
a
聞
手
幅
値
骨
量m

・E
F

E
更
新
さ
れ
ま
す

市
で
は

ZE草

FE署

員

品

。

て

」
る
人
に

f
Zパ

ス

ヱ
ヌ

7
2
2
R盆
組
長

E車

F2し
て
」

3・
以
前

fEし

て

!
t
i
t
i

た

人

よ

く

vEArlか
ら
の

i
i
Lて

い
ま
す

ま
た
“
ω"a重
で
で
‘
続
覇
た
に
優
姐
仰
"
邑
襲
累
書
草与

!
i
f
;
i
隠;印
i;;体

i;帳

役也断町
E厚.仙坐t
帽標練へ

一
定
期
柵
人
出
彊
相
聖

i
i
!
?
 

Z
1ど

を
行
う
た
め
富
入
梅

酸
断
が
開
き
ま
す
・

と
を

4
月
惜
日
開
午
前
川
嶋
l
i
与
後
4

;
j
i-- 鍋"~.."，" 110 



ニ... 喝 甫-T園，-，"姐Stt・市役所曾34.11" ~"630 

-
宙
開
邑

Ea
，
闘
い
-n
b
電
?

周
欄
畿
餅

{
曾

@
4
0
8
3
〕へ
・

-a
霊
園
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

園
田
会
員
を
募
集

「A
常
国
』
ど
も
孟
ヨ
タ
，
プ
』
“

ra-nか

t
i
i
i
i
J
hの

j
i
i
i
 

の

-R'eタ
ウ
ン
マ
ヲ
プ
づ
〈
"
と
い
A
V

た

i
i告

、
グ
ル
ー
プ

E
Kな

が
ら
実
眠
す
る
と
も
う
色
の
で
す
・
訴
鋤
留
期

型
車
3
Mま
で
の

l=で
す
・

1

λ
S
E
E
mけ
4
2
1

・パヲ
Z
E
E
--4
2

2
f
T
Eの
1
1
z
f込

ん
で
〈

2
1
2
fの
a舗

3
J
12
S
Z
E
年

み

2
2
2
a
z
-
-
z

付

骨

脅

し
ま
す
・

4
し
〈
は
関

空

-

催
し
• 
教
室

『
』
花
峨
か
じ
い
芭
ん
』
と

e
s"5

8
関

l
聞

M
M
午
後
写
崎
手
か
ら

2
M

R
・
午
後

3
崎
か

ら
:
こ
?

2
M
闘
の
調
主
主

;
"
M
i
t

i
--242 

人入寄

-f
2
U
2・

園
管
」
コ
チ
ェ
ン
バ
l
ア
ン
ザ
ン
ブ
ル
の

園
定
問
調
園
舎

と
-z?
S
M
n
v
日
開
午
後
6
時
争
開
繍

・
と
ζ
z
q
i
曳.，
A
化
会
ン
タ
l

会

金
大

路

一
丁
目
】

'E
?
1
f

「eF
M

グ
シ
テ
』
τ

プ
ラ
ン
タ
『
ピ
ア
ノ

k

'
風
潮
五
重
奏
の
た
の
の
大
重
費
・
」
ェ
ペ

ト
ー
ヴ
三
ン

「
ア
タ
1
y
z
と
ア
レ
グ
ロ
』

シ

=
f
i
-
-;
z

.
〒
大
江
・
・
子
A

ピ
ア
ノ
}
五
十
自
民
命
凶
佳

子

-a
リ，

4
オ
リ
ン
て

凶
恒
国
延
江
《
ヴ
'
1

1

・Z竃
E
z
a
R

(コ

I
z
a
ta
-
-土

循
開
準
《
オ
ー
ボ
エ
-
防
a
A
a
R
人
《
タ
ラ

リ

$
，
L
P

て

山

a'一
審
【
ヲ
-
7
4
2
7
ト》

幽
個
体
征
.
.
 《
永
島

'Jv

'
定
員

削
人

E
しま

Z
u
-
-
E
E

(4am仁
，

豆

電

臨

書

号

入

場
A
布
留
軍
人

i
ぃ

I
n
n
-に

i
z

E
R
1多
い
習
は
福
竜

-
串
風
マ
'
チ
ャ
ン
ト
シ
'
ド
包
ン
タ
，

圃

，
固
さ

・
・1
1長
『
?

・
周
伊
名
前
領
個
闘
の
白
幡

e
E
M
R

.，
睡
省
婦

---n・・
2
水
・
目
午
後
1
岨
碍

t
i
a

・"j
i
l
l火

固
目
午
後
l
随
時

13
4
時

-
議
綱
相
包
即

位
・
珂

-mZ火
曜
日

A2nu

-
m
3火
曜
日
甲
午
後
1
・
司

4"・
な心
n

i
f
-
-
1
 

3
4リ

i
i
t

V

網"・
a
m
e-
-屍
?

?
A7
a
マ
ン
ト
シ
i
u
r

h

宮
シ
，

3
・
健
省
柿
飽
.‘

4月E目か515固まで

春の交通安全運
S酬 に 町 い し い 白 山

;! ，~~眠症 交通マナーの佳"ょ。τ ・.. 宮崎細L

ているニとから 市民すべてが正しい交通ルール，マナ

ー 刊 に つ11.:2'iI...凶acよ令"支局桂叶

-7，プ貨慢逼・JoVlI"~れてい gす この提会a
わたLたらー←入。と号fJ'.~l..ぃ..マナー'"'曙かを
tJ.t. ，権問Lたいものです.

( )J 6闘から '"までは rwの支温安盆温・Jです.

r.・・a貨の念、やすら.の入手q・づ〈句"ス

IJ-tr:-I展開します

帽の重点目劇削， .，です.

どもと‘・曹の唆".飯倉市止

②シートベルトの・期の・E
'交通安盆反射舗 {ピ力ピカタッズ)O周期

4 温I~まE・Rおよσ.置自伝・@過.. 

"1舗一



二命大震商丁目，-，・"喰羽5'主市御所信34-1111閲〒630

一
朝

Z華
鏡
ハ
イ
キ
ン
グ

宮
町
脊
少
年
野
外
活

-Lセ
ン
タ
ー
が
次
の

と
お
旬
開
8
2す
・

と
き

s
n
5
H

V

と
と
ろ

:
大
平
尾
町

↑
体
山

付
近
i
岡

;
l
'ZF;;4
中
学

生
と
そ

STr
-S午

前
は

ハ
イ
キ
ン
グ
と
山
泉
保
繍

(小
爾
決
行
)

午
後

7
1
4書
行
者

'Z

絹

1
人

2L
Eし

量

7
1

;
;
z
i
 

i
i
i
f員
長

い
て

4
M
mω日
ま
で
ド
ト
開
セ
ン
タ

(
〒
制

l
話

帳

町

二
十
五

l
一
二

・
多

い

き

は

2
・

一
応
急
手
当
面
丑
舗
習
A
E

j
i
-
-

tさ
ん
に
人
=
撃
証
マ
ッ

φ
l

u
z
g
i
i
bう

と

まと
T雪
合

を

開

i
t

と

e

4
M
W
H凶

花
区
闘
い
ず
れ
a
b

a--"
:
S
Ef 

i
z
z
-)
'EiT 

VE
括

主

法

大

幽
臨
時
の
量

産

V
E支
鶴
創
刊

-mu"

・・
申
し
込
砂

層

い
含

E
aI
z
a
-
-

防
災
企
ン
タ

I
{包
@
1
1
0
6
)
へ
・
多

い

1
2・

-M彊グ
ル
ー
プ
君
事
慨
に
応
じ
て

2

z
z
t肉

〈

1
iし

て

い
ま
す
・

圃
音
声
館

・
1
mE

・
g
-
-

5ntEZZ222 

AJJ厳
重

受
援
金
金
各
-mし
重
す
・

S
E
a
t
z
z
s
 

saEtzfH
2
・

定
康

弘
幼
児

{
1

3
才

)tze-鴨
川
組

理

2-z
s
z
-
i

3
時
i
3
m
u句
分

・・
定
・
?
幼
児

A41

6avT
Eし

ま

ー往
復
は
ー

に

Z
E
s
t
-沼

;

ス

品

い

て

A
2
1
6量
で

閉
館
へ
・
多

証

言

2
・

園
青
少
年
児
量
金
目

-
f
里

量

一
E

・
2
7
1

8
i;
1
2匿

2
8
2
i
i
 

iに
つ
げ
よ
う

;
f
i

se
ま
す
・

S

A
M
U
!
7
M
背

1
s

i日

(5ノ
5
74
5
}午

前
川
崎
』

HE
-童

小
学

?
e

i
;
g
f
eし

込

み

は

Tに
住
所
氏
名

2

2

;
t
i
i
i
S
I
 

R
-z
t
f
i
z-

-
総
古
福
被
セ
ン
タ
ー

-
tiz
-

-
-1
3
0
1語。

:a

現
代
修
洛
微
賓

と

e

s
M
来
専
3

2
?童
日
午
後

IE』

3
時
半
-

H
闘

Af
i
-
-
2金

曜

日〕

i
i
i

t人
・
自

あ
い
き
つ
の
仕
方

震

Z
Eの

礼
儀
な
ど

HE請
で
の
マ
サ

f
に
つ
い
て

・
!

?

iitiiFiiTE715H11;SUET妨害z-???iiBf
!j!間!!iE51;;許認!?i!ii;!iziiiFii;
調緑 zvの "置コ 翠 多番は人 .1苦ミAE t市 Z喜 iえ'"
r hZAECEi主H21Jiz企、J a f宅E23町内

りされ片品iH3if長SAA議撃事柄 ム 君主;断池

山 ;;iHi:ilh;i11自醐臨 !?iih 
位
校
勘
の
動
労
者

m人

?
湖
門

{
島根
粉
.
含
む
V

4
月
日
目

戸
申
し
込
み
】

い

1
4
5
1
i教

官

住

所

2
1
i霊

長
い
て
品
切
日
霊
で
に
品
目

f

タ

Il-
-
iひ

と

i

iい
場
合
は

2
・

回
生
活
学
世
田
新
年
度

目
メ
ン
バ
ー
を
募
集

2
1
i
S
E
i
 

z
-
--

《
吻
央
隼
落
掌
一俊》

と

e
毎
月
-
m
2
&小

型

'さる

まマ

lt
t
y

ト
セ
ン
タ
(
僑
本
町
)

A
H
i
s
-

2
水
曜
R

-v
と
ご
る

戻
榔
公
民
館
学
園

大

i
z
t一

丁
目
v

A-院

ve治
生
活
学
容
と

e
毎
月
鱗

2
木
曜
日

'
と

S
E公

民
館
あ
や

め
権
分
保
{
あ
や
め
地
剛

一
丁
目
甲

【
自
閉
し
込
み
】

は
が
き
に
住
所
氏
名
(
ふ

り

t
i
i
;
1

2
・2;円

1222z

Z様
、
.

一白
剤
震
と
霊
喜
べ
歪
冨

と
・
0

4
月
む
目
凶
午
前

9
時

午
後
2

随時
{
爾
天
決
行
)

E

，.. 0
w千
織
的
目

um
k

E跨

Z
A
辺
産
品
E

4
4線
東
公
民
館

(解
除
)

E

'

定

員

閣

人

--
惨
銅幽
府

中
学
生
以
上

mm門
小

学

言
語
創
刊

'E
Et

商
業
梅
枝
扱
酋
の
谷
家
三
さ
ん

V
申
し
込

み

聞
い
曾

E
往
復
は

fに
君

!

の

臨

氏

名

、

;

'
Z百
円
9

・・e旬。
組 凶 山町1"



三索犬議南一丁自H"匁§ぜ・市復所信34.1111胸 〒630

写

E
f
aい

て
4
M
『
ま
で
に

県
三
ス
ホ
ス
テ
ル
崎
会
堂
町
宮
又
侮
A

・
γω
法

皇
町

EZEo--月干

盆
・
の
午
後
1
!
5時
)
へ
・

一
自
然
食
平
ム
テ
潰

)1

・
園
の
キ
ム
チ
の
隊
を
娠
し
ん
で
も
ら

い

i
sじ

Eへ
の

f高

め
て
も
ら

f
e
-
-

S
5
1
u
i
n自
の

zaB

午
後

1
時
学

33臨時
γ
・
と
と
ス
マ

ロ
然

i
i
j高

e
i
i
;
5
 

.
柄
拘
・
た
だ
し
紛
科
副
賞
開
問
ほ
白
己
負
担

Eし
ま

詰

ufl住
所
氏
名

!
i
iい

て
4
M
M

Eで
に
必
着

E-RE(キ
ム
チ

滑
)
陽
明
会
保
A
E
γ

僧
納
*
町
一
八
五

四

⑩

3033)
へ
・
は
ur鼻

l
歓
に
1
入
院

;
誕
百
号

ス
ポ
ー
ツ

一
ス

T
ツ
施
置
を
開
放
し
ま
す

《

E
l
i
-
V
54

月
初
回

ω午
前
9
臨
時
午
後
4
樽

-曹
司
自

パ
ト
、
シ
ト
ン
(
用
具
の
あ
る
人
ほ
伶
，

し
て
〈
だ

Z

E
S
E
-

7
2必
ず
書
し
て
〈
だ
さ
い
・

2

i
i
g
f
i
t-

aノ
池
瞳
よ
餓
綬
・

華

道
聞

こ

と

e

4
月
幻
日
制
午
前
9
時
午
後
4
時

V

・
目
T
陸
上
鎗
筏

・・

内
曹

γ
E
ギ
ン

グ

i
i
i
t
z

ず
目
し
て
〈

Zい・
Zな
ど
の
ク
ラ

プ
躍
は
使
用
で

i
i

音
問
い
合
わ
芭
-
中
央
体

w

・

0
1
}
へ
・

{
曾

@
1
5

園
第
E
土
曜
日
に
ス
ポ
ー
ツ

園
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

号
車
5
日

E
F
R
2lァ

抱
慰
金
開
放
し

g
，
•• 

i
i
vと

e
4月
日
目
切
午
禽
9
随時
i

正
午

・・
橿

i
i
i
t
E
 

S
E
-
2
5
?で

h

E
喜へ

Z
B
iプ
滑
降
で

の

f
i
z
-
-鋤

T
Eし

で

ht
Eい草包

中
央
体
育
館

A2
@
l
5
0
1
)
へ・

圃
怒
ら
や
ま
置
向
漏
水
プ
ー
ル

・
1
1
T一

-
f

i
t
f
1
3
 

思
品
位V
宮
本
泳
微
量
惨
加
‘.
，

a

E
T
e
i
-
-
M
 

E
i
i
;附

究
首

va
m在住
吉

笹

学
の
凶
a
R
以
ょ
の
女
慢
“
人
(
た
だ
し
荷

役
吉
舎
ぎ
な
い
}

小
学
1
1
3

2
の

as
i

a
!
?
H
M
m
B
の
毎
週
金
曜
日
午
後

3
時
鈎

分

3
4
時

mm分
立

圃

・
対
象

宮
市
在

;

の

小

学

!
3
2
1

名

v
，
細
絢
V
6
1γ
駒
内
A

保
険
制
併
合
む
)

2
5
2
t帽
子

:

ル

ゴ
1
グ
ル
令
ど

白
血
申
し
込
み
-
往
復
は
が
き
に
伎
所
氏
名

:!;』

:
Z
Hま
で
に
品
で
凶
プ

14

f
i司
2
1
i

z
i
iし

て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご

f
4尽
く
だ
ち
い
・

叩明示

スiI!I!音『新議師寺と・日野高畑j

ダークダックス結成
45周年記念リサイタル

.m.A 
叩目ト 問釘目 即

今回 断篇師仰の副室本3止の{平成

*修理盤J脅威'"' 続省.'Hl毎日
野高畑の.老人江作al<1'Iで返旬
普段見過ごしでしまLぞう会寧ヨ債の余

情の間同みま凶.

入江襲音「造形J
4月280切 S月白目 印

..阿合聞にみ引川畑刊l恩，

を自分のイメ-;;1合".て.彫した

!途形」の作品" 入江事奮のその伎

のa・・" 少なbらず彫・を与えfょ
うです 現従事で発表されることな〈

凶とんど婦られることもなかq 又「量

制作制点からこ日でと違った

λ江響耐の感性6ふれてくだ苫い

.. ..同 一午前 .. 寄与一号後 S 時(人.W~ 略"で)

・体値目…H咽目{たt!l ・'1，相"閉館."日ι'"体鋪
5116111:lIIa， "7山畑}

・問 一μ 叫耐久学生酬'小中学生'"刑

日 B

f夏の恩

『琵琶湖

C自'er・色の遁」…「銀色の遭u山"の歌u北
上使曲J.r冨.r・f:J，r花のメルヘンjほか.

0.2" r日志の停情敏j... r賓の鈴る町を」
い幽uらいちい秩みつけたJ，r~ ぎみの歌J
周敏の歌Jほか。

とを..5 )126日旧トヤ後，. ・入‘""'l.5∞門 (全館
術定) ・発売臼… 4)14日から史郁文化*'少 なら
まちセンタ 一 同飾北島出張所県文化情徹センタ ー

た電飴予刷，"日から 咽晴わ包 史際文化セ

ンタ (三条大路丁"'ヨJ t!@9021)ヘa

山下洋 輔 ~ジャズ室内相-;咽』コンヲト

...目4月""州制，.~門o';l!-'-7月'"凶

日IUl.. 山 町
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00年
みんなで祝おう

奈良市の1
主役はあなたです あなたの街角で

日日周年記念事業

ユニークで楽しいイベントアイデア大募集~
~奈良市制 1

欄間軸"年 (¥698嗣 2月 I自問即断され刊I昨(1998年)同 1凹断を迎えu.
これ を 岡 市 うとともに盲目。時四割 問 で 踊 舶 を 耐 に J t : ;<.PRし"岨に向I
文化の珊と活性化酌より臥惨ちづくりの幽嗣とする止配岡市梅p田周年間闘を実施しu.
その~~". I ;:æ~\て耐るイベントのアイデア時貸します.

事成同年 1月 "月の聞で期間企股定します.

f;!，&奈良ふれあい創造J

。イベJ トの実施‘所は 市内とします。

。イベJ トの実治経費は原則と して 件あた町"'"万阿を上周として 市が決定負担します。

O係廟各れたアイデアは .禽衝に金司 ・2をしてもらいます.

。応募智は 市 在 住 奮 調 査 浮 の・人理..肱グループ

。応募内容は方リジナルで 未完表のもの

。応孫^'まは・人また肱グループにつき 1点

。応募，札たアイデアに関するす、ての細別陪 主催省である欝良市に帰属します.

0主催者の判断で 肉曹を楓工および賓更する場合があ句ます.

0'00周年配念事項震のテ マにふさわしい次のようなものを提案してくださいe

~ iIi*'!loo酬を問皆で使令ことのできるもの 砂市民がともに..，めい ー何時町上げるヱとが

できるもの ~ rnの歴史をふのかえることができるもの ・市の将来のある、き姿を予感さ仕るもの

・楽しく 夢と希望を感じさせるもの ・.九らこ九ら釘衡角で察しのるもの ・台管として閣僚文化観

光&jffとして布舎内外に"でき&もの
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100周年アイデア募集係
市が選定した審査喬員により行、ます

審企筆触寒村酬，求める併がめります

Lみんだよ"に酬およ臥賃借に師通知

します

アイヂアの採用省1:11:， 1似た必，ぴ記念品を

さし上げます

市役所開夢課(rr@llll)へ@

査 l

I肌 噛わぜ1

"・
{入量発表】

調

一

-
j
i
-
-
Z
1
2


	市制100周年記念事業イベントアイデア募集中
	弥生時代の方形周溝墓群が発掘される　
	力作が勢揃い　市展「なら」開催
	一刻も早い現場到着をめざして　「消防通信指令総合システム」完成
	世論調査から
	ならの花　祖先から受け継いできた緑
	ふるさとの行事を訪ねて　庶民の語り物　祭文語り
	サークル紹介　むつみ会
	東西南北
	ママさん特派員レポート　健康づくりの発信基地
	5月12日市民体育大会に参加しよう
	行政
	催し・教室　
	4月6日から15日まで　春の交通安全運動
	スポーツ
	公民館では今年度もいろいろな教室を開催～参加してください～
	予防接種取扱医療機関一覧表
	健康のコーナー
	奈良学セミナー「古代女性tの生活と文化」
	みんなで祝おう！奈良市の100年

